
第20回
次世代を担う若手のための医療薬科学シンポジウム


寄付金募集趣意書
会期		2026年10月3日（土）・4日（日）
会場		岡山大学創立五十周年記念館
主催		公益社団法人 日本薬学会 医療薬科学部会
実行委員長	堀口道子（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　再生治療薬学分野）
副実行委員長	合田 光寛（広島大学大学院医系科学研究科 臨床薬理学分野）
水野 忠快（東京大学大学院薬学系研究科　分子薬物動態学教室）
大会事務局	岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科 再生治療薬学分野内
		〒700-8530 岡山県岡山市北区津島中一丁目１番１号
		TEL:086-251-7973    e-mail：ycps2026@gmail.com
開催目的	本シンポジウムは日本薬学会医療薬科学部会主催のもと、医療薬科学に携わる研究者や学生の学術活性化と、次世代を担う若手の育成を目的として開催されてきました。第20回の節目を迎える今大会は「産官学で織りなす医療薬科学の新時代」をテーマに掲げます。これまでの歴史への感謝を胸に、産官学連携による新たな研究領域の開拓に焦点を当て、多様なプログラムを通じ熱気ある議論とネットワーク構築の場を提供します。
ご挨拶
謹啓
時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より、本学会の運営および学術振興に対し多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、この度、第20回次世代を担う若手のための医療薬科学シンポジウムを、2026年 10月 3 日（土）、4 日（日）の 2 日間、岡山大学大学創立五十周年記念館にて開催することとなりました。本シンポジウムは日本薬学会医療薬科学部会主催のもと、医療薬科学に携わる研究者、薬剤師、大学院生、学生の学術活動の活性化と医療薬科学分野の未来を担う若手研究者の育成を目的として開催されてまいりました。第4回シンポジウムからは、若手世話人から選出された実行委員長、副実行委員長のもと若手世話人会が中心となって企画・運営しております。
本シンポジウムは今年で第20回という節目を迎えます。これまでに多くの関係者の皆様に支えられてまいりました。第20回大会ではこれまでの歴史を振り返り、支えていただいた皆様に感謝の気持ちをお伝えし、次の世代を担う参加者の強い決意を共有できる場になればと思います。
第20回大会メインテーマは『産官学で織りなす医療薬科学の新時代』とし、 新しい時代に必要とされる医療薬科学研究を産官学連携で開拓することに焦点を当て、皆様との議論を通じて深く掘り下げていきたいと考えております
本来、このようなシンポジウムの運営は、参加費のみで運営されるべきところでございますが、若手主導で開催する比較的小規模なシンポジウムであり、参加費のみで開催経費を賄うことは難しく、ある程度の資金繰りが必須となります。つきましては、何卒事情をご賢察いただき、格別の御支援・御厚情を賜りますよう、伏してお願い申し上げます。
末筆ながら、皆様の今後益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。
謹白
2026年3月吉日
第20回次世代を担う若手のための医療薬科学シンポジウム
実行委員長　堀口道子



寄付金募集要項
1. 概要：寄付金のお願い：
本会では、150-200 名の参加を見込んでいます。本会議開催の準備・運営に関わる諸経費は、本来、本会参加者の参加登録費などの経費でまかなうべきものではございますが、本会にて負担できる金額には限りがございます。従いまして、必要経費の相当額は、ご援助に頼らざるを得ないのが実情でございます。諸経費ご多端の折、誠に恐縮に存じますが、本会を成功裡に終えるため是非のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
2. 寄付金の名称：
第20回次世代を担う若手のための医療薬科学シンポジウムのための寄付金
3. 寄付金の用途：
第20回次世代を担う若手のための医療薬科学シンポジウムの準備・運営及び関連諸行事の費用に充当
4. 寄附金目標額：
300,000 円（1 口 50,000 円）[他の金額を希望の場合は相談可]
5. 寄付金の申込方法：
寄付金申込書に必要事項を記入の上、薬学会宛にメールでご送信ください。メールアドレス：soumu@pharm.or.jp
公益社団法人日本薬学会 総務課 寄附金受入係



本シンポジウム自体の開催が中止になるなど、重大なプログラム変更がない限りにおいては、入金後の返金は一切行わないことをご承知おきください。
